
　

山
科
区
四
ノ
宮
は
、
平
安
時
代
の
初

め
、
琵
琶
の
名
手
で
あ
っ
た
人さ

ね

や

す康
親
王

が
隠
棲
し
た
と
伝
わ
る
地
。
弦
楽
ふ
る

さ
と
の
会
は
、
琵
琶
弾
き
語
り
紙
芝
居

「
四
ノ
宮
物
語
」
の
上
演
な
ど
、
地
元
ゆ

か
り
の
琵
琶
を
通
じ
て
、
ま
ち
の
歴
史

や
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
小
谷
昌
代
さ
ん
は
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
山
科
。
10
年
ほ
ど
前
に
、
山
科
の

古
い
写
真
を
集
め
て
ま
ち
の
歴
史
を
学

ん
で
伝
え
る
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
四
ノ
宮
の
琵
琶
に
つ
い
て

知
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
山
科
各
地
に
は
独
自
の
す
ば
ら
し

い
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
所
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
蝉
丸
伝

説
の
も
と
に
な
っ
た
り
、
伊
勢
物
語
に

登
場
し
た
り
す
る
、
人
康
親
王
の
ゆ
か

り
の
地
が
あ
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。」

　

そ
の
後
、
琵
琶
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や

演
奏
法
を
学
び
、
つ
い
に
は
小
型
の
琵

琶
を
四
ノ
宮
琵
琶
と
名
付
け
て
演
奏
活

動
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
か
つ
て
琵
琶
法
師
た
ち
は
人
康
親

王
の
命
日
に
琵
琶
を
弾
じ
て
そ
の
冥
福

を
祈
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ
を
現
代
に
よ

み
が
え
ら
せ
よ
う
と
、
弦
楽
奉
納
演
奏

会
を
は
じ
め
ま
し
た
。」

　

琵
琶
を
は
じ
め
、
二
胡
、
箏
、
三
味
線
、

バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ギ
タ
ー
と
い
っ

た
様
々
な
弦
楽
奏
者
が
集
ま
り
、
人
康

親
王
ゆ
か
り

の
四
ノ
宮
で

毎
年
奉
納
演

奏
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ

の
協
力
者
が

メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
平
成

21
年
に
弦
楽

ふ
る
さ
と
の

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
琵
琶
の
演

奏
と
四
ノ
宮
地
域
の
散
策
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
「
四
ノ
宮
し
あ
わ
せ
巡
り
」。
魔
界
、

文
学
、
武
家
な
ど
の
テ
ー
マ
を
毎
回
設
け
、

そ
れ
ら
と
四
ノ
宮
と
の
接
点
を
掘
り
下
げ

ま
す
。「
風
景
・
史
実
と
し
て
は
、
確
実
な

も
の
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
伝

説
と
し
て
多
く
存
在
し
ま
す
。
琵
琶
の
演

奏
や
紙
芝
居
な
ど
音
や
雰
囲
気
に
よ
っ
て

想
像
力
が
広
が
る
の
で
、
よ
り
散
策
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
」
散
策
で
は
参
加
者

と
の
会
話
も
弾
み
、
新
た
な
山
科
の
楽
し

み
方
だ
と
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

10
月
か
ら
毎
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
、
次
回
は
1
月
30
日(

火)

。
人
康
親
王

と
同
時
代
に
生
き
た
歌
人
に
つ
い
て
の
伝

説
・
史
実
に
ま
つ
わ
る
お
話
と
と
も
に
、
琵

琶
の
調
べ
を
バ
ッ
ク
に
百
人
一
首
か
る
た

大
会
を
行
う
な
ど
、
楽
し
い
企
画
だ
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
四
ノ
宮
琵
琶
を
弾
き
た
い
と
い

う
人
の
た
め
、
サ
ー
ク
ル
「
音
霊
杓
子
（
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
）
」
も
発
足
し
た
と
の
こ
と
。

弾
き
方
の
基
本
を
学
び
、
平
安
古
曲
だ
け

で
な
く
、
唱
歌
、
童
謡
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
で
の
活
用
方
法
を
楽
し
み
な
が
ら
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
興
味
あ
る
方
は
小

谷
さ
ん
の
連
絡
先
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
京
都
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

佐
藤
友
一
）

第53回
み
ん
な
で「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

き

連載

ず
な

四
ノ
宮
地
域
の
魅
力
を
琵
琶
で
伝
え
る
　
～
弦
楽
ふ
る
さ
と
の
会
～

　

11
月
26
日
、
市
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
ハ
ン
ナ

リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
科
区

か
ら
は
、「
山
科
区
民
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
で
優

勝
し
た
山
階
南
チ
ー
ム
、
準
優
勝
し
た
百
々
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

梅
津
（
右
京
区
）
と
対
戦
し
た
百
々
チ
ー
ム
は
、

息
詰
ま
る
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
、
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
が
惜
し
く
も
破
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
度
、
同
大
会
で
３
位
に
終
わ
り
雪
辱
に
燃

え
る
山
階
南
チ
ー
ム
は
、
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、

決
勝
戦
で
待
鳳
（
北
区
）
と
対
戦
。
最
終
セ
ッ
ト
ま

で
も
つ
れ
る
大

接
戦
の
末
に
破

れ
た
も
の
の
、
準

優
勝
の
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し

た
。

区役所臨時窓口を開設
●�申告場所／市税事務所・区役所臨時窓口
●�対象／市内在住（平成30年１月１日現在）
で、平成29年中の所得金額が市・府民税の

基礎控除額、配偶者控除額、扶養控除額の合

計額を超える方。

※�所得税の確定申告をした方、給与所得だけ

で、勤務先から給与支払報告書が提出され

ている方は、通常、申告不要。前年に申告さ

れた方に１月末頃に申告書用紙を送付。

平成30年度（確定申告は平成29年分）の変更点
市・府民税（所得割）の税率について（現行 市民税６％、府民税４％）

〈市民税８％：府民税２％に〉
　政令指定都市に限り、市民税８％、府民税

２％となります。

確定申告および市・府民税申告に係る変更点
〈医療費控除に「医療費の領収書」の添付が不要になりました〉
　平成30年度分から医療費控除の申告に「医

療費の領収書」が不要となり、代わりに「医療

費控除の明細書」の添付が必要となりました。

また、健康保険組合等が発行する「医療費の

お知らせ」等を添付すると医療費の明細の記

入を省略できる場合があります。

※�「医療費控除の明細書」用紙は、市または国

税庁のホームページからダウンロード可。

市税事務所や区役所でも配布。

※�「医療費控除の明細書」の内容について調査

市・府民税、所得税・復興特別所得税の申告はお早めに
を行うことがあります。「医療費の領収書」

は５年間保管しておいてください。

※�平成31年支払分まで領収書の添付または

提示でも可。（経過措置）

〈�セルフメディケーション（自主服薬）推進のため
の医療費控除の特例の創設（平成29年１月１
日以降購入分）〉
　特定一般用医薬品（スイッチOTC薬）の購入

費用が年間1.2万円を超えた場合、一定の条

件の下、その購入費用（年間10万円を限度）の

うち1.2万円を超える額を所得から控除。

※�現行の医療費控除との併用はできません。

購入に係る明細書のほか、健康診断等を受

診したことを明らかにする書類が必要にな

ります。

平成31年度以降（確定申告は平成30年分）の変更点
〈配偶者控除・配偶者特別控除が変わります〉
　配偶者特別控除の対象となる配偶者の合計

所得金額の上限が引き上げられ、合計所得金

額900万円（給与収入1,120万円）超の納税義

務者に係る配偶者控除および配偶者特別控除

の額が納税義務者の合計所得金額に応じて減

少または無くなる仕組みとなります。

●�問い合わせ先／市税事務所市民税第２担当
（☎746-5837）

　�②給与所得金額以外の金額が20万円を超える方や

給与収入が2,000万円を超える方等

※�公的年金等の収入金額が400万円以下で、その他の所得

金額（給与所得など）が20万円以下の方は所得税の確

定申告は不要です。

※�①給与支払者や公的年金等支払者へ届け出をされて

いる以外に、社会保険料、生命保険料等の所得控除が

ある方、②多額の医療費を支払った方、③住宅ローン

の融資を受けて住宅を取得した方は、確定申告書を

提出すると、源泉徴収された税金が還付されること

があります。

☆�給与所得者や公的年金受給者の還付申告等、簡易な

確定申告書は、市税事務所および区役所の臨時窓口

でも受け付けます。

【東山税務署申告書作成会場】
東山税務署庁舎は提出のみ

会　場 開設日 開設時間
大阪国税局京都分室２階
（東山税務署西隣）

２月16日（金）〜３月15日（木）
（土・日除く）

午前９時
〜午後４時

【年金受給者のための申告書作成会場】
事業・譲渡所得、消費税等の相談不可

会　場 開設日 相談受付時間
東部文化会館
第１・第２会議室 ２月7日（水）〜９日（金） 午前９時30分〜正午

午後１時〜午後４時

※�会場が大変混雑するため、今年から年金受給者の方

のみを対象とさせていただきます。

　（開館：午前８時30分～／受付：午前９時～午後３時）

※当日分の整理券（200枚程度）を受付にて１人１枚配付

（１）【申告書作成合同会場】
　　所得税（譲渡所得除く）、個人事業者の消費税の相談

（２）【広域申告センター】
　　所得税、消費税、贈与税の相談

会　場 開設日 相談受付時間

京都府中小企業会館
２階大ホール
＜受付：８階＞
（西大路五条下る東側）

⑴２月５日（月）〜15日（木）
（土・日・振替休日除く）

午前９時30分
〜午後３時

⑵２月18日（日）・25日（日） 午前９時〜午後４時

※�いずれの会場も混雑状況により受付を早めに締め切

ることがあります。

●問い合わせ先／東山税務署（☎561-1131）

　確定申告にはインターネットを利用して申告・申請・届

出などができる国税庁ホームページ「確定申告書等作成

コーナー」、自動的に納付できる「振替納税」が便利です。

　マイナンバーカードとICカードリーダライタをご用意

いただければ、e-Tax（電子申告）を利用して申告書が提出

できます。

※詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

①市・府民税の申告　※区役所臨時窓口を開設
２月１日（木）～３月15日（木）（土・日・振替休日を除く）

②所得税・復興特別所得税の確定申告

●
問
い
合
わ
せ
先
／

　

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当�

（
☎
592-

３
０
８
８
）

（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

市
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

２月16日（金）～３月15日（木）
●�対象／①事業所得や不動産所得等から算出
される所得税額がある方

〈
四
ノ
宮
し
あ
わ
せ
巡
り
〉

1
月
30
日
（
火
）
午
前
９
時
～

山
科
駅
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
前
集
合
。

午
後
０
時
半
四
ノ
宮
解
散
。
無
料
。

申
込
は
☎
090-

２
５
９
７-

３
０
５
０

（
小
谷
）
、gfk@shinomiyabiwa.info

● 

問
い
合
わ
せ
先
／

　

区
総
務
・
防
災
担
当
（
☎
592-

３
０
６
６
）

山科区代表の
山階南チーム
が準優勝!!

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ホープ（☎ 778-5074）　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第265号　　平成30年1月15日　（4）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。


